
体 力科 学(2001)50,571～582

健常高齢者における体力要素間の関連性:性 差及び年代差
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Abstract

The aim of this study was to clarify the relationship between physical fitness elements in healthy 

older adults, considering the differences between gender and between age. Subjects were 1042 active 

and non-injured people aged from 60 years to under 90 years. The subjects were classified into two 

different age groups of under 75 years group and 75 years and over group. A total of 11 variables 

representing four physical fitness elements (muscular, joint, neural, and respiratory functions) were 

selected through examination of safety and validity. Two-way ANOVA was used to examine gender 

and age differences in each physical fitness element. Pearson's correlation coefficient and partial cor

relation coefficient excluding age factor were calculated for each gender and age group . 

 As a result of examining the relationship among physical fitness elements , the correlation coeffi

cients within variables consisting of the following each function, muscular function, joint function 

and agility of extremities, were significant in both age groups, and these tendencies were consistent 

in both gender groups. Similarly, significant correlation coefficients between standing-reach and 

muscular function variables, and between trunk twist and foot balance with eyes open and reaction 

time were found in the under 75 years group, but not in the over 75 years group . On the other hand, 

different tendencies between genders were found in the relationship between the muscular function 

variables and trunk twist and foot balance with eyes open, and between the reaction time and step

ping and muscular function variables. As the relationships among physical fitness elements tended to 

decline in the over 75 years group, it is inferred that this tendency is influenced by the change with 

aging of physical fitness characteristics and environmental factors around the older adults.

(Jpn. J. Phys. Fitness Sports Med. 2001, 50 : 571•`582)

key word : physical fitness element, relationship, older adult, gender difference, age difference

I.緒 言

老化の加速する高齢期は,体 力の低下が顕著に

なる1,2).そ して,高 齢期の体力低下は個人差が

非常に大 きく,高 齢期以前の運動経験の蓄積及び

高齢期における日常生活や運動習慣の影響が体力

や健康状態 を大 き く左右する3～5).不 自由な日

常生活を送る高齢者がいる一方で,地 域社会へ積

極的に働 きかけ,活 動的な生活を送っている高齢

者も存在する.後者の活動旺盛で健常な高齢者は,
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高齢化が進む我が国において増加 しつつある.
一般に,高 齢期の体力は,自 立した生活を営む

ための生活関連体力が重要 と考えられ6),日 常生

活動作に基準 を置いた測定法が開発 されている

が,活 動的な高齢者の体力を的確に,詳 細に捉え

ることは困難であり7,8),青 年期や壮年期で用い

られる,個 々の体力要素を最大発揮値から量的に

捉えるテス トが適用されている.

これまでの健常高齢者の体力 に関する研究で

は,高 齢期体力の構成要素9),各 体力要素の性差

や低下特性10),あ るいは若年期から高齢期まで

同一次元での体力の加齢変化11,12)などが明 らか

にされている13～15).し か し,い ずれの研究も,

体力要素間の関係については十分検討 していな

い.

体力が低下 し始める壮年期では,各 体力要素の

独立性が比較的顕著にみられる3)が,こ れは,体

力要素毎に,最 高 レベルを維持する期間や低下傾

向が異なり,結 果的に各要素がそれぞれ変化する

ためである10～12).様 々な運動機能の低下は,そ

うした個々の体力要素の低下が総合的に関わって

いると推測される.老 化が加速する高齢期では,

体力要素の加速的な低下は,更 に,日 常の様々な

運動機能の低下に大 きな影響を及ぼすと考えられ

る.

家治川ほか11)は,筋 力や柔軟性の不足によっ

て,持 久性テス トを中断 し,高 齢期で重要な持久

性の評価が困難になったと述べている.こ のこと

は,日 常生活での持久性発揮には筋力や柔軟性が

不可欠であり,そ れを高めるあるいは維持するこ

とが非常に重要であることを示唆 している.また,

開眼片足立ちは,一 般に平衡性に関わる神経機能

のテス トとして用いられ,高 齢期では顕著に低下

することが報告14～16)されているが,そ の動作に

は,脚 筋力や瞬発力の関与が指摘 されている14'
17)
.高 齢期では,足 腰の安定性が低下 し,転 倒

しやすくなる.こ れは,骨 折などの大ケガや,そ

の後の動作能力に関わる問題であり,そ の主要な

原因が平衡機能や脚力の低下3,4,14)にあることを

示唆 している.高 齢期では,衰 退する幾つかの機

能が最大 レベルで動作遂行に関わってお り,一 つ

の運動機能の低下が,他 の運動機能低下に影響を

及ぼし,日 常生活上の重大な問題となると考えら

れる.高 齢者の体力の維持,遅 延,あ るいはリハ

ビリの対策を考える上でも,高 齢期の体力要素間

の関係を明らかにすることは重要であろう.

高齢者の体力の因子構造や各体力要素の性差お

よび加齢変化に関 しては先行研究において様々な

知見が明 らかにされている10～15,21).し か し,

高齢者の体力要素間の関係の特徴はいかなるもの

か,そ の関係は加齢に伴いどのように変化するの

か,ま た男女間に傾向の違いは認められるかなど

に関しては十分な知見が得られていない.80歳 以

上の高齢者に対 し,最 大能力発揮に基づ く体力テ

ス トを実施 し,そ の結果をもとに体力要素相互間

の関係を検討 した研究は世界的にも例がなく,非

常に貴重な資料 となろう.こ れらを踏まえ,本 研

究では,60代 から80代の健常な高齢者について,

性別および年齢群別に体力要素間の関係 を検討

し,体 力要素間の関係が加齢に伴いどのように変

化するのか,ま たその傾向は男女間で どのように

異なるのかについて明らかにすることを目的とし

た.

II.方 法

1.被 験者

被験者は,60歳 ～90歳未満の身体に支障のない

健康な高齢者であった.つ まり,自 立 した生活を

営んでいる高齢者(厚 生省 「障害老人の日常生活

自立度判定基準」のランクJ以 上の高齢者)で あ

り,そ の多 くは,市 や県の主催する健康教室や社

会教育事業(高年大学,すこ やか教室,長 寿祭など)

に参加し,ス ポーツを積極的に実施 していた.全

ての被験者に対し,事 前 に本研究の主旨および測

定内容を説明し,研究に対する参加の同意を得た.

被験者の年代別,性 別内訳は,表1に 示 している.

尚,本研究では,標 本の年齢幅を均等にすること,

および壮年期を経て高齢期の体力特性 を検討する

うえで60歳 前半の資料も分析対象とする必要性が

あることを考慮 し,60歳 以上の高齢者 を被験者 と

した.ま た,被 験者を 「75歳未満群」 と 「75歳以

上群」に分類 し,年 齢の影響 を検討 した.
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Table 1. Number of subjects for each age group.

Note. Sample size of under 75 years group was 704 (male : 168, female : 536), and 
that of over 75 years group was 338 (male : 168, female : 202).

2.測 定項 目及び方法

体力変量 は,比 較 的高齢者 に利用4,10,11,14
～16,21～24)され

,信 頼性,客 観性,及 び妥当性等

の高い変量を選択 した.つ まり,高 齢者の体力を

筋機能,関 節機能,神 経機能,及 び肺機能からな

ると仮定3,18)し,そ れぞれを代表する次の11項

目を,安全性及び身体的負担を考慮 して選定 した.

筋機能では,握 力,肩 腕力(押 ・引)及 び重直跳び

を選択 した.肩 腕力 はヤ ガ ミ社 製DINAMO

 METER肩 腕力計を用い,出 村 ら21)の方法に従い

測定 した.す なわち,肩 腕力計を胸の前で両手で

持った状態から,内 側に押すおよび外側に引 く際

の筋力を測定 した.垂 直跳びに関しても出村 ら21)

の方法に従った.被 験者に跳躍板上で直立姿勢を

取らせた状態で,腰 に距離測定用のロープを装着

し,垂 直方向に跳躍 した際の腰の移動距離を測定

した.関 節機能は,立 位体前屈及び体捻転を選定

した.体 捻転は,角 度の刻んであるビニールシー

ト上に両足を揃えて立ち,両 端に鎖の付いた棒を

地面と水平に両肩上で抱え,膝 と腰を曲げないで

胴体を捻った際の身体正面からの最大捻転範囲を

測定した.神 経機能は,開 眼片足立ち,タ ッピン

グ,ス テッピング,及 び全身反応時間のテス トを

実施 した.開 眼片足立ちは開眼片足が可能な時間

(最大120秒)を 測定 した.タ ッピング及びステ ッ

ピ ングは,LED社 製 の測定 機 器(TAPPING

 COUNTER MODEL AM3)を 用い,利 手 と利足 に

よる10秒 間のそれぞれの最大叩打回数を測定 し

た.全 身反応時間は,竹 井機器社製の測定機器

(WHOLE BODY REACTION TYPE II)を用い,光

刺激による跳躍反応時間を5回 測定 し,最 大 と最

小を除 く3値 の平均値を代表値とした.肺機能は,

特に,安全性や実用性の点から肺活量を選定 した.

肺活量の測定は,ミ ナ ト医科学社製の機器(オ ー

トスパイロAS-500)を 用いた.尚,握 力 と体捻

転は,左 右のそれぞれを測定 し,そ の平均値を代

表値 とした.

3.統 計解析

各体力変量の性差及び年齢群間差 を検討するた

め,二 要因分散分析を行い,有 意差が認められた

場合には,TukeyのHSD法 に基づ く多重比較検

定を行った.ま た,高 齢期の体力の全体像を捉え

るため8,25),体 力11変 量からなる相関行列 に主

成分分析を施 し,第1主 成分を抽出 した.そ して,

第1主 成分得点を求め,同 様に,二 要因分散分析

及び多重比較検定を行なった.各 体力要素間の関

係を検討するため,年 齢群別及び性別に,ピ アソ

ンの積率相関係数及び年齢の影響 を除外 した偏相

関係数を算出 した.尚,本 研究の有意水準 は5%

とした.

III.結 果

1.体 力変量の性差及び年齢群間差

各変量における基礎統計量及び二要因分散分析の

結果を表2に 示 している.握 力,肩 腕力(引),肩

腕力(押),垂 直跳びの4変 量は,有 意な交互作用

が認められ,年 齢群間差が男女間で異なる傾向を

示 した.い ずれの変量 も男性が女性より,75歳 未

満群が75歳 以上群 よりそれぞれ有意に高い値を示

したが,そ の相対的な低下率は男性の方が大きい

傾向にあった.立 位体前屈は性差及び年齢群間差

が認められ,男 性において75歳未満群が75歳 以上

群 より高 く,両 年齢群 とも女性が男性より高い値

であった.体 捻転では,年 齢群間差が認められ,

男女 とも75歳未満群が有意に高い値であった.神
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Table 2. The result of two -way ANOVA for each variable.

Note) M : male F : female Mean value of right and left sides was used for grip strength and trunk pronation.
> : The value of the under 75 years is significantly higher than that of the over 75 years.
H : The value is significantly higher than the other in a comparison between male and female.

経機能の4変 量は,年 齢群間差が認められ,開 眼

片足立ち,タ ッピング及びステッピングは75歳未

満群の方が,全 身反応時間は75歳以上群の方がそ

れぞれ有意に高い値であった.そ の4変 量の内,

性差はタッピング以外の3変 量に認められた.肺

活量は,性 差及び年齢群間差が認め られ,男 性が

女性 より,75歳 未満群が75歳 以上群よりそれぞれ

有意に高い値であった.

表3は,体 力11変 量の相関行列に主成分分析を

適用した結果 を示 している.第1主 成分の貢献量

は4.1で あ り,すべての変量 と有意な関係を示 し,

また,全 分散の37%を 説明 し得るものであった.

第1主 成分得点を算出し,二 要因分散分析を行っ

た結果,性 差,年 齢群間差,及 び交互作用が認め

られた(表2).多 重比較検定の結果,男 性が女性

より,75歳 未満群が75歳 以上群よりそれぞれ有意

に高い値であった.

2.変 量相互の相関係数

変量相互間の相関係数及び年齢の影響 を除外 した

偏相関係数を,男 性の75歳 未満群は表4,75歳 以

上群は表5,女 性の75歳 未満群は表6,75歳 以上

群は表7に それぞれ示 している.

筋機能の4変 量間の相関係数は,男 性の75歳以

上群の肩腕力(引)と 垂直跳び間を除き,男 女 とも

両年齢群において有意な値であった.ま た,関 節



健常高齢者における体力要素間の関連性:性 差及び年代差 575

Table 3. Result of principal component analysis.

機能の立位体前屈と体捻転の相関係数も,男 女の

両年齢群で有意な値であった.神 経機能の4変 量

間の相関係数は,男 性の場合,75歳 未満群の開眼

片足立ちとステッピング及び全身反応時間の間を

除きすべて有意な値であった.女 性の場合,75歳

未満群ではステッピングと開眼片足立ち及び全身

反応時間の間を除きすべて有意な値であったが,

75歳以上群ではタッピングとステッピングの間,

及び開眼片足立ちと全身反応時間の間が有意な値

であった.

各身体機能間の変量の関係では,肺 活量は,男

女の両年齢群において,握 力,肩 腕力(引),肩 腕

力(押)と 有意な相関係数が認められた.ま た,垂

直跳びと体捻転及び開眼片足立ちとの間,タ ッピ

ングと握力及び体捻転との間もそれぞれ有意な値

が認められた.一 方,立 位体前屈と開眼片足立ち

及び全身反応時間との間,ス テッピングと体捻転

及び肺活量との問には,男 女の両年齢群とも有意

な相関係数は認められなかった.

男女共に,75歳 未満群で有意,75歳 以上群で有

意ではなかったのは,立 位体前屈と握力,肩 腕力

(引)及 び垂直跳びとの間,体 捻転 と開眼片足立ち

及び全身反応時間との間,そ してステッピングと

肩腕力(引)の 間であった.逆 に,男 女共,75歳 未

満群は有意でなく,75歳 以上群で有意な値を示 し

た変量はみられなかった.

両年齢群ともに,男 性のみ有意な相関係数が認

められたのは,ス テッピングと全身反応時間の間

であった.一 方,両 年齢群ともに,女 性にのみ有

意な相関係数が認められたのは,肩 腕力(押)と 立

位体前屈及び体捻転との間,肩 腕力(引)と 体捻転

及び開眼片足立ちとの問,肺 活量 と垂直跳び及び

タッピングとの間であった.

第1主 成分 と各体力変量 との関係 を性別及び

年齢群別に検討 した結果,女 性の75歳 以上群にお

ける立位体前屈を除 く全ての対で有意な相関係数

が認められた.

IV.考 察

1.高 齢期における体力要素間の関係

Table 4. Partial correlation coefficients and correlation coefficients between physical fitness 

variables in the under 75 years males.

Note) The values at the lower left and the values at the upper right are partial correlation coefficients 

excluding the age factor and correlation coeffidients, respectively. *P<0.05, * *P<0.01
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Table 5. Partial correlation coefficients and correlation coefficients between physical fitness 

variables in over 75 years males.

Note) The values at the lower left and the values at the upper right are partial correlation coefficients 
excluding the age factor and correlation coeffidients, respectively. *P<0.05, * *P<0.01

Table 6. Partial correlation coefficients and correlation coefficients between physical fitness 

variables in under 75 years females.

Note) The values at the lower left and the values at the upper right are partial correlation coefficients 
excluding the age factor and correlation coeffidients, respectively. *P<0.05, * *P<0.01

Table 7. Partial correlation coefficients and correlation coefficients between physical fitness 

variables in over 75 years females.

Note) The values at the lower left and the values at the upper right are partial correlation coefficients
 excluding the age factor and correlation coeffidients, respectively. *P<0.05, * *P<0.01
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握力,肩 腕力(引),肩 腕力(押),垂 直跳びに

関与する筋機能は,相 互に関係が認められた.筋

力及び瞬発力は,高 齢期に比較的顕著 に低下す

る4,11,15).本 研究の結果か ら,高 齢期 における

低 下率((75歳 未満群平均値 一75歳 以上群平均

値)/(75歳 未満群平均値))を みると,同 じ筋力で

も,日 頃,発 揮 している握力の低下率(男性15%,

女性13%)は,肩 腕力(23～26%)に 比べ低い.ま た,

瞬発力(垂直跳び)の低下率は,肩 腕力よりも更に

大きい傾向にある(男性32%,女 性26%).こ のよ

うに,日 頃から様々な活動で筋力を発揮する機会

の多い健常高齢者の場合,日 常生活上での筋の使

用状況(使用頻度や使用部位)の違いにより筋機能

の低下傾向は若干異なる29)と考えられる.

また,垂 直跳びは,性 や年齢群に関わらず,

体捻転及び開眼片足立ちと関係が認められた.片

足立ちには,平 衡性に関わる神経機能 と共に,脚

筋力の強さや持久性 も関与する14,17).特 に,移

動能力が大 きく低下する高齢期3,4,15)では,持 続

的な姿勢維持 には,脚 筋力の関与が大 きい.垂 直

跳びと開眼片足立ちは,脚 筋力が共に関わってい

ると考えられる.体 捻転 も,上 体 を捻る上での下

肢の安定性 としての脚筋力が関与 し,そ のことが

垂直跳びとの関係の認められた一因であろう.花

井ほか14)は脚筋力 と開眼片足立ちとの関係を,

木村ほか16)は片足立ちと垂直跳びとの関係を報

告 している.脚 筋力の低下は,移 動や立位姿勢維

持を困難にする原因であることは明らかであろ

う.

関節機能の立位体前屈と体捻転は,男 女 とも両

年齢群において有意な関係が認められた.こ れま

での報告から,体 前屈関節機能(立位体前屈)は女

性が優れるが4,11,12,14,15),体捻転関節機能は,

性差のない10,15)ことが示唆されている.一 方,

低下率は,立 位体前屈が体捻転 よりも大 きい.上

体の関節機能は,そ の作用方向によって性差や年

齢群間差が異なるものの,相 互に関係があ り,特

定の部位の関節機能が劣れば他の関節機能も低下

している可能性があると推察される.

神経機能の4変 量の内,男 女とも両年齢群にお

いて関係が認められたのは,タ ッピングとステッ

ピングであった.両 者は,小 筋群における単一動

作の素早さに関わる能力を捉 えるテス トである.

局部の機敏さに関わる能力として,手 腕部と脚部

は関連があ り,上 肢の敏捷性 に優れる者は,下 肢

の敏捷性にも優れると推測される.ま た,タ ッピ

ングについては,握 力との間で,性 や年齢群 に関

わらず関係が認められた.タ ッピングと握力は,

その機能自体は異なるが,同 じ手腕部の機能であ

り,維 持や低下は相互依存関係にあることが示唆

される.手 腕部を素早 く動かすことと,大 きな力

を発揮することは,高 齢者にとって,日 頃の手腕

部の動作性を維持あるいは支える重要な機能と考

えられる.

肺活量は,男 女の両年齢群において,筋 機能(握

力,肩 腕力(引),肩 腕力(押))と 有意な関係が認

め られた.木 村ほか16)は,同 様 に,肺 機能(息 こ

らえ)と筋機能との関係 を報告 してお り,肺 活量

には,肺 の容積 と共に,呼 吸 に関する筋機能(呼

吸筋)が 関与する31)と推測 される.

男女の両年齢群にいずれも関係が認められなか

ったのは,立 位体前屈 と開眼片足立ち及び全身反

応時間との間,ス テッピングと体捻転及び肺活量

との間であった.つ まり,高 齢期では,上 体の前

屈関節機能は,平 衡性や敏捷性に関わる神経機能

とは関係がなく,ま た,脚 部の単一動作の素早さ

に関する神経機能は,上 体捻転の関節機能や肺機

能 とは関係がない.い ずれも分化 した独立の機能

であり,機 能の低下は相互に独立に進行すると推

測される.

2.体 力要素間の関係の性差及び年齢群間差

高齢期の体力要素間の関係において,男 性 と女

性で異なる傾向が認められた.図1は 表4～7の

相関分析の結果において,男 女間で異なる傾向を

示 した相関関係を図示 している.体 捻転関節機能

は,女 性の両年齢群において,肩 腕力(引)及 び肩

腕力(押)と の関係が認められたが,男 性では認め

られていない.関 節機能には,関 節の柔らかさ(関

節嚢,靭 帯,軟 部組織の柔軟度)12)と,関 節の可

動性 に関わる筋力(主 働筋の筋力や拮抗筋の伸展

性)が 関与する.関 節の柔 らかさに関与する結合
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Fig, 1. The relationship among physical fitness elements.

組織の組織学的変化や関節の可動性 に関わる筋の

状態の性差については,先 行研究でも明らかにさ

れていない.今 回,男性 と女性の筋力(肩腕力(引),

肩腕力(押))は,高 齢期で同程度に低下(23～26%)

するが,筋 力そのものは女性が男性の2/3に も満

たない.上 体の捻転の関節機能については,性 差

は認められない(表2).こ れらのことは,体 幹の

捻転に必要な筋力の最大筋力に対する割合が女性

の方が高 く,こ のことが相関関係の有意性に影響

していることを示唆 している.

開眼片足立ちは,男 女 とも脚の瞬発力 と有意な

関係が認められるが,女 性においては,更 に,筋

機能の多 くの項 目とも関係が認め られた.高 齢者

の場合,骨 の弱化や軟骨の加齢による変性が生 じ,

関節に負担がかかる状態になってお り,体 支持能

力に及ぼす筋力の役割は大 きい28'29).特 に女性

の場合,閉 経後の骨の脆弱化が男性よりも著 しい

ことが知られている27'28).女 性は男性よりも筋

力が劣ることと合わせて考えると,立 位姿勢の安

定性に対する筋力の影響度が男性より女性の方が

相対的に高く,結 果的に立位姿勢の安定性と種々

の筋力との間に有意な相関関係が認められたと考

えられる.

全身反応時間とステッピングの関係は,男 性で

認められ,女 性では認められなかった.ス テッピ

ングはやや男性が優れ,筋力の関与が示唆 される.

全身反応時間についても,男 性では,瞬 発力(垂

直跳び)と の関係や筋力との関係が認め られ,下

肢の筋力や瞬発力の低下は,全 身や下肢の動作能

力低下に直接影響を及ぼすと考えられる.一 方,

女性の全身反応時間は,75歳 未満群において筋力

や瞬発力と弱い関係が認められるが,75歳 以降で

は認められない.高 齢者の筋力低下の原因の一つ

と して神経系機能の低下が指摘 されている.

Brown30)は 高齢者の場合,加 齢 とともに運動単

位数が減少することを報告し,こ のような神経系
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の変化が筋力発揮時の運動単位動員数の変化に影

響すると述べている.加 えて,筋 力の中でも,速

筋線維の加齢に伴 う萎縮は顕著であり,筋 力低下

と密接に関係 していることが報告されている29).

今回,全 身反応時間と筋力との関係が男性におい

てより強 く認められたことは,全 身の移動に関わ

る筋機能 と神経機能の低下が男性 において顕著で

あったことが影響 していると考えられる.

男女共に,高 齢期の75歳 以前と以降では,相 互

の関係が異なる体力要素もみられる.立 位体前屈

は,75歳 未満群において,握 力,肩 腕力(引),及

び瞬発力 との関係が認められるが,75歳 以降では

認められない.関 節機能の低下は関節嚢や靭帯な

どの組織の老化による関節の弱化が影響するこ

と27,28)や,特 に高齢期後期(75歳 以降)に おける

筋機能の低下に対 し,関 節機能は加齢に伴う低下

が小 さいこと9,15,16)などが影響 していると推測

される.

体捻転も,男 女 ともに75歳未満では開眼片足立

ちや全身反応時間との関係が認められるが,75歳

以降には認められない.体 捻転 と後者二つは異な

る機能であるが,い ずれも立位における下半身の

安定性が重要であ り,そ の点で共通している.本

研究においても,こ れらの変量 と筋力変量 との関

係は,男 女とも両年齢群において有意であった.

今回,体 捻転と前述の神経機能変量 との関係が75

歳以降に認められなかったのは,体捻転に対 して,

神経機能変量における75歳以降の低下が著 しいこ

とが影響 していると考えられる.

第1主 成分は,女 性の75歳 以上群の立位体前屈

との間を除き,男 女 とも全変量と有意な関係 を示

した.本 研究では,基 礎体力を各体力領域の一次

式で表せると仮定 し,第1主 成分を基礎的体力と

した.同 様な考え方による体力評価はこれまでに

も報告 されている10,21).本研究の基礎的体力は,

全11変量の37%以 上を説明で きることに加え,男

女の両年齢群 とも,各 体力変量や年齢と有意な関

係 を有しており,各 体力構成要素の特性や加齢に

伴 う能力低下の現象を反映 していると解釈で き

る.

年齢 との関係 を両年齢群間で比較すると,75歳

未満から75歳以降にかけて相関係数の値が小 さく

なる体力変量は,男 性で9変 量,女 性で8変 量み

られ,多 くは年齢との関係が低下する傾向を示 し

ている.体 力変量全体を反映する第1主 成分(基

礎的体力)も,男 女共,年 齢 との相関係数は後期

の方が小さい.こ れは,75歳 以降では,75歳 未満

ほど加齢に伴う低下は顕著でないことを示唆して

いる10,21,22).また,変 量相互の関係からみると,

男性は,75歳 以降の方が有意な関係が認められた

変量は少なく,女 性では75歳以降に至って17の 変

量間の関係がなくなっている.高 齢期の体力要素

は,相 互の関係が加齢に伴い薄弱化する傾向にあ

る.こ のことは,体 力要素の全てが同様に低下す

るものではないことを示唆 している.動 作能力の

低下は,加 齢 よりも社会的背景や健康状況の影響

が大 きく26),高 齢になるほど,日 常の生活状況

や運動の蓄積が運動機能により影響を及ぼす.つ

まり,活動的な生活を送っている健常高齢者では,

加齢に伴って体力特性 に加え個人を取 り巻 く環境

が多様化 し,結 果的に体力要素相互間の関係が低

くなると推測される.

V.ま と め

健常な高齢者を対象に体力要素間の関係 を検討

してみると,筋 機能,関 節機能,四 肢の敏捷性の

各変量相互間の関係はいずれの年齢群においても

有意であり,こ の傾向は男女間で類似 している.

また,立 位体前屈 と筋機能,体 捻転と開眼片足立

ち及び全身反応時間の各変量相互間においても,

男女 とも75歳までは有意な相互関係を示すが,75

歳以降には認められない.一 方,筋 機能変量と体

捻転及び開眼片足立ち,全 身反応時間とステッピ

ング及び筋機能変量の各変量相互間では,体 力要

素間の関係が男女間で異なる傾向を示す.ま た全

体的に,体 力要素間の関係は75歳以降低下する傾

向にあ り,体 力特性や個人を取 り巻 く環境の変化

が影響 していると推測される.

(受理日 平成13年7月12日)
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